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Roles of taurine-mediated tonic GABAA receptor activation in the radial migration of neurons in 











 胎生 14.5 日から 17.5 日にかけて GAD67GFP/GFP胎仔脳室内への GABAA受容体阻害剤である




+/+および GAD67GFP/GFP胎仔の mRFP 標識細胞のトニ
ックカレントは、タウリン欠乏モデルではともに有意に減少していた。細胞外タウリン濃度は、タウリン
輸送体阻害剤である GES 投与や低浸透圧刺激により増加し、容積感受性アニオンチャネル阻害
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